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	応用
	抗原情報
	背景
	FER（ferチロシンキナーゼ）は、機能ドメインを共有し、受容体チロシンキナーゼ（RTK）およびサイトカイン受容体を介したシグナル伝達経路に関与する、非膜貫通型受容体チロシンキナーゼのFPS/FESファミリーのメンバーです。Fes/Fpsファミリーはc-Src、c-Abl、および関連するnRTKとは異なり、もともとレトロウイルス性腫瘍タンパク質のホモログとして区別されていました。生体内では、Ferキナーゼは保存されたコイルドコイルドメインを介してホモ三量体を形成します。FerのN末端コイルドコイルドメインはトランスに自己リン酸化することができ、それによって異なるリン酸化状態を介して細胞機能を調節します。成長因子への曝露は、Ferのチロシンリン酸化と、p85を含むRTK複合体へのFerのリクルートメントを誘導します。 Fer は主に顆粒球系および単球系の成熟造血細胞で発現しており、血管内皮細胞でも発現することが示されています。Fer はインスリンシグナル伝達、細胞間シグナル伝達、ヒト前立腺増殖性疾患に関与し、G1 期の進行制御にも関与しています。
	研究分野
	-
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	NIH/3T3（1）、A549（2）、SK-MEL-5（3）細胞溶解物に対するFERマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	FERマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の共焦点免疫蛍光染色。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	FER マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト腎臓組織の免疫組織化学分析。

